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コモンズ, 森林管理, 先住民, 熱帯林研究キーワード

根本 昌彦 教授

NEMOTO, Akihiko 所属…環境学部 環境学科
　　　大学院 環境情報学研究科環境情報学専攻（社会環境学領域）

┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■取得学位　　　　　　Ph.D.（ブリティッシュ・コロンビア大学）
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■専門分野　　　　　　森林資源管理学
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■現在の研究テーマ 　・「持続可能な森林管理」の達成に向けた政策など
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■受賞歴　　　　　　　2003（平成15）年　林業経済学会奨励賞 
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■所属学会　　　　　　林業経済学会, 環境社会学会ほか
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈

■主な担当科目　　　　環境マネジメント概論, 森林マネジメント論, コモンズ論
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
■研究者略歴

1986（昭和61）年 3月 北海道大学農学部林学科卒業

1988（昭和63）年 3月 北海道大学大学院農学研究科修士課程修了

1998（平成10）年 5月 カナダブリティッシュ・コロンビア大学学術博士（Ph.D.）

1998（平成10）年 8月 （財）林業経済研究所　研究員

1999（平成11）年 4月 （財）木材総合情報センター　専門調査員

2003（平成15）年 4月 全国森林組合連合会

2005（平成17）年 4月 同連合会組織部組織グループ長

2006（平成18）年 4月 鳥取環境大学環境情報学部環境政策学科教授

2006（平成18）年10月 鳥取環境大学大学院環境情報学研究科環境情報学専攻教授

2009（平成21）年 4月 鳥取環境大学環境マネジメント学科教授

2012（平成24）年 4月 鳥取環境大学環境学部環境学科教授

■研究等活動
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈

【著書】
・『カナダ－なかなか進まない先住民による森林管理』、「森林環境2006」、2006年、朝日新聞社
・『森林認証制度の国際動向』、「森林認証と林業・木材産業」、2004年、林業改良普及協会
・『森林認証制度の可能性―国際的森林認証の動向とインドネシア・マレーシアの試み』、「アジアにおける森林の消失と保全」、2003年、

中央法規出版会
【論文】
・世界の違法伐採問題の現局面、2013年、木材情報　No.263、日本木材総合情報センター
・環境・先住民と森林管理問題、2012年、山林　No.1542、大日本山林会
・人工林世界的拡大と森林管理問題、2012年、木材情報　No.251、日本木材総合情報センター
・森林組合運動と森林認証制度の導入、2007年、にじ　No.617、協同組合経営研究所
・カナダにおける「持続可能な森林経営」の現状と課題、2003年、林業経済 Vol.56,5
・Dynamics of Aboriginal Land Use Institutions : The Rise and Fall of Community Control Over Reserve Systems in the 

Lil'wat Nation, Canadian Journal for Native Studies, Vol.22,2. 2002年
・カナダ先住民と土地財産権-リルワットネーション居留地におけるコモンズの形成と衰退、1999年、環境社会学研究vol.5.
【報告書】
・合法木材供給システムモニタリング報告書、2010年、全国木材組合連合会
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